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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
浴槽内の水をろ過槽を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化装置において、
前記浴槽の喫水面近傍を熱殺菌する喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段を備え、
前記喫水面殺菌手段は、前記浴槽に設けた吐出口から高温の水を吐出するとともに、前記
喫水面熱殺菌処理の少なくとも終了段階において前記浴槽内での撹拌が少なく抑えられる
ように高温の水をゆっくりと吐出することで前記浴槽内の水面付近に高温層を形成するも
のであることを特徴とする浴槽水浄化装置。
【請求項２】
浴槽内の水をろ過槽を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化装置において、
前記浴槽内の水位を検知する水位検出手段と、前記浴槽内の水温を検知する温度センサと
、前記浴槽に設けた吐出口から注湯する注湯手段と、前記注湯手段によって前記浴槽に注
湯すべき湯の温度と注湯量とを求める注湯条件取得手段と、前記浴槽の喫水面近傍を熱殺
菌する喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段とを備え、
前記注湯条件取得手段は、前記水位検出手段によって検知された前記浴槽内の水位と前記
温度センサによって検知された前記浴槽内の水温とから前記浴槽内の水面近傍に目標温度
の水から成る高温層を形成するために前記浴槽内に注湯すべき湯の温度と湯量とを求める
ものであり、
前記喫水面殺菌手段は、前記注湯条件取得手段が求めた前記温度の湯を前記注湯条件取得
手段が求めた湯量だけ前記注湯手段を制御して前記浴槽内に注湯するとともに、その際の
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注湯速度を前記喫水面熱殺菌処理の少なくとも終了段階において前記浴槽内での撹拌が少
なく抑えられるように遅く設定することで前記浴槽内の水面付近に高温層を形成するもの
であることを特徴とする浴槽水浄化装置。
【請求項３】
浴槽内の水をろ過槽を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化装置において、
前記浴槽内の水位を検知する水位検出手段と、前記浴槽内の水温を検知する温度センサと
、前記浴槽に設けた吐出口から注湯する注湯手段と、前記注湯手段によって前記浴槽に注
湯すべき湯の温度と注湯量とを求める注湯条件取得手段と、前記浴槽の喫水面近傍を熱殺
菌する喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段と、関連処理手段とを備え、
前記注湯条件取得手段は、前記水位検出手段によって検知された前記浴槽内の水位と前記
温度センサによって検知された前記浴槽内の水温とから前記浴槽内の水面近傍に目標温度
の水から成る高温層を形成するために前記浴槽内に注湯すべき湯の温度と湯量とを求める
ものであり、
前記喫水面殺菌手段は、前記注湯条件取得手段が求めた前記温度の湯を前記注湯条件取得
手段が求めた湯量だけ前記注湯手段を制御して前記浴槽内に注湯するとともに、その際の
注湯速度を前記喫水面熱殺菌処理の少なくとも終了段階において前記浴槽内での撹拌が少
なく抑えられるように遅く設定することで前記浴槽内の水面付近に高温層を形成するもの
であり、
前記関連処理手段は、前記浴槽内の水を排水する排水手段を有し、浴槽水を排水して水量
を調整することを特徴とする浴槽水浄化装置。
【請求項４】
浴槽内の水をろ過槽を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化装置において、
前記浴槽内の水位を検知する水位検出手段と、前記浴槽内の水温を検知する温度センサと
、前記浴槽に設けた吐出口から注湯する注湯手段と、前記注湯手段によって前記浴槽に注
湯すべき湯の温度と注湯量とを求める注湯条件取得手段と、前記浴槽の喫水面近傍を熱殺
菌する喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段と、関連処理手段とを備え、
前記注湯条件取得手段は、前記水位検出手段によって検知された前記浴槽内の水位と前記
温度センサによって検知された前記浴槽内の水温とから前記浴槽内の水面近傍に目標温度
の水から成る高温層を形成するために前記浴槽内に注湯すべき湯の温度と湯量とを求める
ものであり、
前記喫水面殺菌手段は、前記注湯条件取得手段が求めた前記温度の湯を前記注湯条件取得
手段が求めた湯量だけ前記注湯手段を制御して前記浴槽内に注湯するとともに、その際の
注湯速度を前記喫水面熱殺菌処理の少なくとも終了段階において前記浴槽内での撹拌が少
なく抑えられるように遅く設定することで前記浴槽内の水面付近に高温層を形成するもの
であり、
前記関連処理手段は、前記浴槽内の水を排水する排水手段と、前記浴槽内に注水する注水
手段とを有し、
前記関連処理手段は、前記排水手段によって浴槽水を排水することで水量を調整するとと
もに、前記喫水面熱殺菌処理を行うことによって前記浴槽内の平均水温が予め指定された
設定温度より高くなるときは、前記喫水面熱殺菌処理の後に前記注水手段によって前記浴
槽内に注水し、かつこの注水によって増大する浴槽内の水量を調整する必要があるときは
少なくとも前記喫水面熱殺菌処理の後に前記排水手段によって排水することを特徴とする
浴槽水浄化装置。
【請求項５】
浴槽内の水をろ過槽を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化装置において、
前記浴槽内の水位を検知する水位検出手段と、前記浴槽内の水温を検知する温度センサと
、前記浴槽に設けた吐出口から注湯する注湯手段と、前記浴槽の喫水面近傍を熱殺菌する
喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段と、関連処理手段とを備え、
前記喫水面殺菌手段は、予め定めた温度の湯を予め定めた湯量だけ前記注湯手段を制御し
て前記浴槽内に注湯するとともに、その際の注湯速度を前記喫水面熱殺菌処理の少なくと



(3) JP 4274635 B2 2009.6.10

10

20

30

40

50

も終了段階において前記浴槽内での撹拌が少なく抑えられるように遅く設定することで前
記浴槽内の水面付近に高温層を形成するものであり、
前記関連処理手段は、前記浴槽内の水を排水する排水手段を有し、浴槽水を排水すること
で水量を調整することを特徴とする浴槽水浄化装置。
【請求項６】
浴槽内の水をろ過槽を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化装置において、
前記浴槽内の水位を検知する水位検出手段と、前記浴槽内の水温を検知する温度センサと
、前記浴槽に設けた吐出口から注湯する注湯手段と、前記浴槽の喫水面近傍を熱殺菌する
喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段と、関連処理手段とを備え、
前記喫水面殺菌手段は、予め定めた温度の湯を予め定めた湯量だけ前記注湯手段を制御し
て前記浴槽内に注湯するとともに、その際の注湯速度を前記喫水面熱殺菌処理の少なくと
も終了段階において前記浴槽内での撹拌が少なく抑えられるように遅く設定することで前
記浴槽内の水面付近に高温層を形成するものであり、
前記関連処理手段は、前記浴槽内の水を排水する排水手段と、前記浴槽内に注水する注水
手段とを有し、
前記関連処理手段は、前記排水手段によって浴槽水を排水することで水量を調整するとと
もに、前記喫水面熱殺菌処理を行うことによって前記浴槽内の平均水温が予め指定された
設定温度より高くなるときは、前記喫水面熱殺菌処理の後に前記注水手段によって前記浴
槽内に注水し、かつこの注水によって増大する浴槽内の水量を調整する必要があるときは
少なくとも前記喫水面熱殺菌処理の後に前記排水手段によって排水することを特徴とする
浴槽水浄化装置。
【請求項７】
前記排水手段は、前記喫水面熱殺菌処理が終了してから浴槽水を排水するとともに、前記
浴槽水を前記ろ過槽に通常のろ過運転時と逆方向に通してから排水することを特徴とする
請求項３、４、５または６に記載の浴槽水浄化装置。
【請求項８】
浴槽内の水をろ過槽を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化装置において、
前記浴槽に設けた吸入口から浴槽水を取り込み所定の加熱手段で加熱し前記浴槽に設けた
吐出口から排出することで浴槽水を追い焚きする追い焚き手段と、前記浴槽の喫水面近傍
を熱殺菌する喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段と、関連処理手段とを備え、
前記喫水面殺菌手段は、前記追い焚き手段を制御して前記吐出口から高温の水を吐出する
とともに、前記喫水面熱殺菌処理の少なくとも終了段階において前記浴槽内での撹拌が少
なく抑えられるように高温の水をゆっくりと吐出することで前記浴槽内の水面付近に高温
層を形成するものであり、
前記関連処理手段は、前記浴槽内の水を排水する排水手段を有し、
前記排水手段は、前記喫水面殺菌手段による前記喫水面熱殺菌が終了したとき、所定量の
浴槽水をろ過槽に通してから排水することを特徴とする浴槽水浄化装置。
【請求項９】
前記排水手段は、前記ろ過槽に通じる出入口が前記浴槽の異なる位置に２つ以上あるとき
、それらの中で上方に位置する出入口から浴槽水を取り込み前記ろ過槽に通してから排水
することを特徴とする請求項７または８に記載の浴槽水浄化装置。
【請求項１０】
前記浴槽内の水を入浴可能な状態にすべき保温開始時刻が予約されているときは、前記保
温開始時刻に喫水面の殺菌を含む一連の処理が終了して前記入浴可能な状態になるように
、前記保温開始時刻から逆算して求まる時刻から前記喫水面熱殺菌処理を開始することを
特徴とする請求項１、２、３、４、５、６、７、８または９に記載の浴槽水浄化装置。
【請求項１１】
通常のろ過運転時に浴槽水を吸い込む吸入口を前記喫水面熱殺菌処理実行時に高温の水を
吐出する吐出口として用いることで、前記吸入口の側に取り付けられているフィルタの熱
殺菌を前記喫水面の熱殺菌と同時に行うことを特徴とする請求項１、２、３、４、５、６
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、７、８、９または１０に記載の浴槽水浄化装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、浴槽内の水をろ過槽を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、浴槽の水を捨てないで長期間に渡って使用できるように、浴槽水を循環させる
循環用流路の途中にろ過槽を組み込んだ各種の２４時間ふろ装置が提案されている。この
ような装置では、ろ過槽や循環用流路内に繁殖する雑菌等を死滅させるために、ヒーター
等で６５℃程度の高温に加熱した湯をろ過槽等に通して熱殺菌するようになっている。
【０００３】
たとえば、循環用流路の途中にバイパス路と切替弁を設けることでろ過槽を含みかつ浴槽
を迂回した小規模な環状経路が形成できるようにし、浴槽水の一部をこの環状経路内で循
環させつつ沸かし上げて熱殺菌処理が行われる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ろ過運転時に浴槽内の水が理想的に循環されれば、浴槽の壁面に汚れが付着することはな
いが、喫水面部分には汚れが残って付着し易い。この喫水面近傍の浴槽壁面に付着した汚
れは雑菌の温床となり、結果的に浴槽内で菌が繁殖してしまう。
【０００５】
しかしながら、従来から使用されている２４時間ふろ装置では、ろ過槽を含む小さな環状
経路内で高温の湯を循環させて熱殺菌処理を行うので、喫水面近傍の浴槽壁面などは熱殺
菌されなかった。また、ろ過運転時に浴槽水の吸入口となる部分には、ゴミを取り除くた
めのプレフィルタを設けてあるが、従来の装置では、このプレフィルタの部分についても
熱殺菌が成されなかった。
【０００６】
このように喫水面近傍部分やプレフィルタを熱殺菌するために、浴槽水全体を熱殺菌の可
能な温度（６５℃程度）まで昇温する方法は、多大なエネルギが消費されるとともに、浴
槽の変形や過って入浴すると火傷してしまう等の問題があるので、現実的ではなく、適当
な熱殺菌方法が見あたらないのが現状であった。
【０００７】
本発明は、このような従来の技術が有する問題点に着目してなされたもので、喫水面付近
や吸入口に取り付けたプレフィルタを効率よく熱殺菌することのできる浴槽水浄化装置を
提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
かかる目的を達成するための本発明の要旨とするところは、次の各項の発明に存する。
［１］浴槽（２００）内の水をろ過槽（１１０）を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化
装置（１０）において、
前記浴槽（２００）の喫水面近傍を熱殺菌する喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手
段（２５２）を備え、
前記喫水面殺菌手段（２５２）は、前記浴槽（２００）に設けた吐出口（２０１）から高
温の水を吐出するとともに、前記喫水面熱殺菌処理の少なくとも終了段階において前記浴
槽（２００）内での撹拌が少なく抑えられるように高温の水をゆっくりと吐出することで
前記浴槽（２００）内の水面付近に高温層を形成するものであることを特徴とする浴槽水
浄化装置（１０）。
【０００９】
［２］浴槽（２００）内の水をろ過槽（１１０）を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化
装置（１０）において、
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前記浴槽（２００）内の水位を検知する水位検出手段（５６）と、前記浴槽（２００）内
の水温を検知する温度センサ（７６）と、前記浴槽（２００）に設けた吐出口（２０１）
から注湯する注湯手段（２５５等）と、前記注湯手段（２５５等）によって前記浴槽（２
００）に注湯すべき湯の温度と注湯量とを求める注湯条件取得手段（２５３）と、前記浴
槽（２００）の喫水面近傍を熱殺菌する喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段（２
５２）とを備え、
前記注湯条件取得手段（２５３）は、前記水位検出手段（５６）によって検知された前記
浴槽（２００）内の水位と前記温度センサ（７６）によって検知された前記浴槽（２００
）内の水温とから前記浴槽（２００）内の水面近傍に目標温度の水から成る高温層を形成
するために前記浴槽（２００）内に注湯すべき湯の温度と湯量とを求めるものであり、
前記喫水面殺菌手段（２５２）は、前記注湯条件取得手段（２５３）が求めた前記温度の
湯を前記注湯条件取得手段（２５３）が求めた湯量だけ前記注湯手段（２５５等）を制御
して前記浴槽（２００）内に注湯するとともに、その際の注湯速度を前記喫水面熱殺菌処
理の少なくとも終了段階において前記浴槽（２００）内での撹拌が少なく抑えられるよう
に遅く設定することで前記浴槽（２００）内の水面付近に高温層を形成するものであるこ
とを特徴とする浴槽水浄化装置（１０）。
【００１０】
［３］浴槽（２００）内の水をろ過槽（１１０）を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化
装置（１０）において、
前記浴槽（２００）内の水位を検知する水位検出手段（５６）と、前記浴槽（２００）内
の水温を検知する温度センサ（７６）と、前記浴槽（２００）に設けた吐出口（２０１）
から注湯する注湯手段（２５５等）と、前記注湯手段（２５５等）によって前記浴槽（２
００）に注湯すべき湯の温度と注湯量とを求める注湯条件取得手段（２５３）と、前記浴
槽（２００）の喫水面近傍を熱殺菌する喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段（２
５２）と、関連処理手段（２５４）とを備え、
前記注湯条件取得手段（２５３）は、前記水位検出手段（５６）によって検知された前記
浴槽（２００）内の水位と前記温度センサ（７６）によって検知された前記浴槽（２００
）内の水温とから前記浴槽（２００）内の水面近傍に目標温度の水から成る高温層を形成
するために前記浴槽（２００）内に注湯すべき湯の温度と湯量とを求めるものであり、
前記喫水面殺菌手段（２５２）は、前記注湯条件取得手段（２５３）が求めた前記温度の
湯を前記注湯条件取得手段（２５３）が求めた湯量だけ前記注湯手段（２５５等）を制御
して前記浴槽（２００）内に注湯するとともに、その際の注湯速度を前記喫水面熱殺菌処
理の少なくとも終了段階において前記浴槽（２００）内での撹拌が少なく抑えられるよう
に遅く設定することで前記浴槽（２００）内の水面付近に高温層を形成するものであり、
前記関連処理手段（２５４）は、前記浴槽（２００）内の水を排水する排水手段（２５５
、７８）を有し、浴槽水を排水して水量を調整することを特徴とする浴槽水浄化装置（１
０）。
【００１１】
［４］浴槽（２００）内の水をろ過槽（１１０）を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化
装置（１０）において、
前記浴槽（２００）内の水位を検知する水位検出手段（５６）と、前記浴槽（２００）内
の水温を検知する温度センサ（７６）と、前記浴槽（２００）に設けた吐出口（２０１）
から注湯する注湯手段（２５５等）と、前記注湯手段（２５５等）によって前記浴槽（２
００）に注湯すべき湯の温度と注湯量とを求める注湯条件取得手段（２５３）と、前記浴
槽（２００）の喫水面近傍を熱殺菌する喫水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段（２
５２）と、関連処理手段（２５４）とを備え、
前記注湯条件取得手段（２５３）は、前記水位検出手段（５６）によって検知された前記
浴槽（２００）内の水位と前記温度センサ（７６）によって検知された前記浴槽（２００
）内の水温とから前記浴槽（２００）内の水面近傍に目標温度の水から成る高温層を形成
するために前記浴槽（２００）内に注湯すべき湯の温度と湯量とを求めるものであり、
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前記喫水面殺菌手段（２５２）は、前記注湯条件取得手段（２５３）が求めた前記温度の
湯を前記注湯条件取得手段（２５３）が求めた湯量だけ前記注湯手段（２５５等）を制御
して前記浴槽（２００）内に注湯するとともに、その際の注湯速度を前記喫水面熱殺菌処
理の少なくとも終了段階において前記浴槽（２００）内での撹拌が少なく抑えられるよう
に遅く設定することで前記浴槽（２００）内の水面付近に高温層を形成するものであり、
前記関連処理手段（２５４）は、前記浴槽（２００）内の水を排水する排水手段（２５５
、７８）と、前記浴槽（２００）内に注水する注水手段（２５６、４４、４５）とを有し
、
前記関連処理手段（２５４）は、前記排水手段（２５５、７８）によって浴槽水を排水す
ることで水量を調整するとともに、前記喫水面熱殺菌処理を行うことによって前記浴槽（
２００）内の平均水温が予め指定された設定温度より高くなるときは、前記喫水面熱殺菌
処理の後に前記注水手段（２５６、４４、４５）によって前記浴槽（２００）内に注水し
、かつこの注水によって増大する浴槽（２００）内の水量を調整する必要があるときは少
なくとも前記喫水面熱殺菌処理の後に前記排水手段（２５５、７８）によって排水するこ
とを特徴とする浴槽水浄化装置（１０）。
【００１２】
［５］浴槽（２００）内の水をろ過槽（１１０）を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化
装置（１０）において、
前記浴槽（２００）内の水位を検知する水位検出手段（５６）と、前記浴槽（２００）内
の水温を検知する温度センサ（７６）と、前記浴槽（２００）に設けた吐出口（２０１）
から注湯する注湯手段（２５５等）と、前記浴槽（２００）の喫水面近傍を熱殺菌する喫
水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段（２５２）と、関連処理手段（２５４）とを備
え、
前記喫水面殺菌手段（２５２）は、予め定めた温度の湯を予め定めた湯量だけ前記注湯手
段（２５５等）を制御して前記浴槽（２００）内に注湯するとともに、その際の注湯速度
を前記喫水面熱殺菌処理の少なくとも終了段階において前記浴槽（２００）内での撹拌が
少なく抑えられるように遅く設定することで前記浴槽（２００）内の水面付近に高温層を
形成するものであり、
前記関連処理手段（２５４）は、前記浴槽（２００）内の水を排水する排水手段（２５５
、７８）を有し、浴槽水を排水することで水量を調整することを特徴とする浴槽水浄化装
置（１０）。
【００１３】
［６］浴槽（２００）内の水をろ過槽（１１０）を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化
装置（１０）において、
前記浴槽（２００）内の水位を検知する水位検出手段（５６）と、前記浴槽（２００）内
の水温を検知する温度センサ（７６）と、前記浴槽（２００）に設けた吐出口（２０１）
から注湯する注湯手段（２５５等）と、前記浴槽（２００）の喫水面近傍を熱殺菌する喫
水面熱殺菌処理を実行する喫水面殺菌手段（２５２）と、関連処理手段（２５４）とを備
え、
前記喫水面殺菌手段（２５２）は、予め定めた温度の湯を予め定めた湯量だけ前記注湯手
段（２５５等）を制御して前記浴槽（２００）内に注湯するとともに、その際の注湯速度
を前記喫水面熱殺菌処理の少なくとも終了段階において前記浴槽（２００）内での撹拌が
少なく抑えられるように遅く設定することで前記浴槽（２００）内の水面付近に高温層を
形成するものであり、
前記関連処理手段（２５４）は、前記浴槽（２００）内の水を排水する排水手段（２５５
、７８）と、前記浴槽（２００）内に注水する注水手段（２５６、４４、４５）とを有し
、
前記関連処理手段（２５４）は、前記排水手段（２５５、７８）によって浴槽水を排水す
ることで水量を調整するとともに、前記喫水面熱殺菌処理を行うことによって前記浴槽（
２００）内の平均水温が予め指定された設定温度より高くなるときは、前記喫水面熱殺菌
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処理の後に前記注水手段（２５６、４４、４５）によって前記浴槽（２００）内に注水し
、かつこの注水によって増大する浴槽（２００）内の水量を調整する必要があるときは少
なくとも前記喫水面熱殺菌処理の後に前記排水手段（２５５、７８）によって排水するこ
とを特徴とする浴槽水浄化装置（１０）。
【００１４】
［７］前記排水手段（２５５、７８）は、前記喫水面熱殺菌処理が終了してから浴槽水を
排水するとともに、前記浴槽水を前記ろ過槽（１１０）に通常のろ過運転時と逆方向に通
してから排水することを特徴とする［３］、［４］、［５］または［６］に記載の浴槽水
浄化装置（１０）。
【００１５】
［８］浴槽（２００）内の水をろ過槽（１１０）を通じて循環させて浄化する浴槽水浄化
装置（１０）において、
前記浴槽（２００）に設けた吸入口から浴槽水を取り込み所定の加熱手段で加熱し前記浴
槽（２００）に設けた吐出口（２０１）から排出することで浴槽水を追い焚きする追い焚
き手段（２５８）と、前記浴槽（２００）の喫水面近傍を熱殺菌する喫水面熱殺菌処理を
実行する喫水面殺菌手段（２５２）と、関連処理手段（２５４）とを備え、
前記喫水面殺菌手段（２５２）は、前記追い焚き手段（２５８）を制御して前記吐出口（
２０１）から高温の水を吐出するとともに、前記喫水面熱殺菌処理の少なくとも終了段階
において前記浴槽（２００）内での撹拌が少なく抑えられるように高温の水をゆっくりと
吐出することで前記浴槽（２００）内の水面付近に高温層を形成するものであり、
前記関連処理手段（２５４）は、前記浴槽（２００）内の水を排水する排水手段（２５５
、７８）を有し、
前記排水手段（２５５、７８）は、前記喫水面殺菌手段（２５２）による前記喫水面熱殺
菌が終了したとき、所定量の浴槽水を前記ろ過槽（１１０）に通してから排水することを
特徴とする浴槽水浄化装置（１０）。
【００１６】
［９］前記排水手段（２５５、７８）は、前記ろ過槽（１１０）に通じる出入口が前記浴
槽（２００）の異なる位置に２つ以上あるとき、それらの中で上方に位置する出入口から
浴槽水を取り込み前記ろ過槽（１１０）に通してから排水することを特徴とする［７］ま
たは［８］に記載の浴槽水浄化装置（１０）。
【００１７】
［１０］前記浴槽（２００）内の水を入浴可能な状態にすべき保温開始時刻が予約されて
いるときは、前記保温開始時刻に喫水面の殺菌を含む一連の処理が終了して前記入浴可能
な状態になるように、前記保温開始時刻から逆算して求まる時刻から前記喫水面熱殺菌処
理を開始することを特徴とする［１］、［２］、［３］、［４］、［５］、［６］、［７
］、［８］または［９］に記載の浴槽水浄化装置（１０）。
【００１８】
［１１］通常のろ過運転時に浴槽水を吸い込む吸入口を前記喫水面熱殺菌処理実行時に高
温の水を吐出する吐出口（２０１）として用いることで、前記吸入口の側に取り付けられ
ているフィルタの熱殺菌を前記喫水面の熱殺菌と同時に行うことを特徴とする［１］、［
２］、［３］、［４］、［５］、［６］、［７］、［８］、［９］または［１０］に記載
の浴槽水浄化装置（１０）。
【００１９】
前記本発明は次のように作用する。
喫水面殺菌手段（２５２）は、浴槽（２００）に設けた吐出口（２０１）から高温の水を
、少なくとも喫水面熱殺菌処理の終了段階において浴槽（２００）内での撹拌が少なく抑
えられるようにゆっくりと吐出する。これにより浴槽（２００）内の水面付近に高温の湯
の層が形成され、喫水面近傍を効率良く熱殺菌することができる。
【００２０】
高温水は、喫水面熱殺菌処理の当初からゆっくりと吐出してもよいし、当初は、勢い良く
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吐出して浴槽水を攪拌して全体的に湯温を上昇させ、その後、ゆっくり吐出するように変
更して、最終段階で水面付近に高温層を形成するようにしてもよい。
【００２１】
また、注湯条件取得手段（２５３）は、水位検出手段（５６）によって検知された浴槽（
２００）内の水位と温度センサ（７６）によって検知された浴槽（２００）内の水温とか
ら浴槽（２００）内の水面近傍に目標温度の水から成る高温層を形成するために、何度の
湯をどれだけ注湯すべきかを求める。
【００２２】
喫水面殺菌手段（２５２）は、注湯条件取得手段（２５３）が求めた温度の湯を注湯条件
取得手段（２５３）が求めた湯量だけ、注湯手段（２５５等）を制御して、浴槽（２００
）内に注湯する。またこの際の注湯速度を、浴槽（２００）内での撹拌が少なく抑えられ
るように遅く設定し、浴槽（２００）内の水面付近に高温層を形成して喫水面近傍の熱殺
菌を行う。
【００２３】
浴槽（２００）内の吐出口（２０１）からゆっくり吐出された湯は、喫水面近傍まで上昇
する間に、まわりの浴槽水の影響である程度冷却される。また吐出口（２０１）から喫水
面までの距離によってもどの程度温度が下がるかが変動する。そこで、浴槽水の温度や水
位に応じて注湯温度等を変更している。
【００２４】
このように、浴槽水の水温と水位を調べ、これらに基づいて注湯温度と注湯量を求めるの
で、喫水面近傍に目標温度の高温層を確実に形成することができ、的確に熱殺菌を行うこ
とができる。なお注湯量は、喫水面熱殺菌処理によって浴槽水が浴槽（２００）から溢れ
ることを防止する等のために水位に基づき調整される。
【００２５】
また、喫水面熱殺菌処理の前後いずれかあるいは喫水面熱殺菌処理中に、浴槽水を関連処
理手段（２５４）の有する排水手段（２５５、７８）によって排水することで浴槽（２０
０）内の水量を調整する。
【００２６】
たとえば、注湯前に予め注湯量に相当する浴槽水を排水しておけば、注湯終了時の喫水面
の水位を当初の水位と等しくすることができる。また人が入浴すると水位が上昇するので
、その分を注湯して入浴時の喫水面を熱殺菌し、その後注湯によって上昇した分だけ浴槽
水を排水するようにしてもよい。また元々の浴槽水位が低い場合には排水しなくてもよい
。
【００２７】
さらに、喫水面の熱殺菌によって浴槽（２００）内の平均水温が予め指定された設定温度
より高くなるときは、喫水面殺菌処理後に注水手段（２５６、４４、４５）によって浴槽
（２００）内に注水し、かつこの注水によって増大する浴槽（２００）内の水量を調整す
る必要があるときは、少なくとも喫水面熱殺菌処理の後に排水手段（２５５、７８）によ
って浴槽水を排水する。
【００２８】
一方、注湯量や注湯温度を浴槽水の温度や水位からその都度求めずに、一定の値に固定的
に定めてもよい。このように固定的に定めるときには、浴槽水がどのような温度や水位で
あっても喫水面の熱殺菌が確実に行われるように、予め注湯量や注湯温度に余裕を持たせ
ることになる。また、関連処理手段（２５４）を設け、必要があるときには、喫水面熱殺
菌処理の前後いずれかあるいは喫水面熱殺菌処理中に、浴槽水を排水したり、注水によっ
て浴槽水の平均温度を調整する。
【００２９】
さらに排水手段（２５５、７８）による排水を、喫水面熱殺菌処理が終了してから行うよ
うに設定し、かつこのとき、ろ過槽（１１０）に通常のろ過運転時とは逆方向に浴槽水を
通し排水する。これにより、排水を有効利用することができる。
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【００３０】
このほか、喫水面を熱殺菌するための高温の湯を、浴槽水を追い焚きすることによって供
給してもよい。すなわち、浴槽（２００）に設けた吸入口から浴槽水を取り込み、所定の
加熱手段で加熱し、浴槽（２００）に設けた吐出口（２０１）から排出することで浴槽水
を追い焚きする追い焚き手段（２５８）を設け、喫水面殺菌手段（２５２）は、この追い
焚き手段（２５８）を制御して、先の吐出口（２０１）から高温の水を少なくとも熱殺菌
処理の終了段階においてゆっくりと吐出させる。さらに関連処理手段（２５４）の有する
排水手段（２５５、７８）は、喫水面熱殺菌処理が終了したとき、所定量の浴槽水をろ過
槽（１１０）に通常のろ過運転時と逆方向に通して排水し、ろ過槽（１１０）の逆洗浄に
利用する。
【００３１】
ろ過槽（１１０）に通じる出入口が浴槽（２００）の異なる位置に２つ以上あるときは、
それらの中で上方に位置する出入口から浴槽水を取り込み、ろ過槽（１１０）に、通常の
ろ過運転時と逆方向に通して排水する。このように高温層が形成されている喫水面にでき
るだけ近い出入口から浴槽水を取り込めば、高温水をろ過層の逆洗浄およびその殺菌に有
効利用することもできる。なお、取り込んだ高温水を、ろ過槽（１１０）に順方向に流し
ても殺菌の効果は得られる。なお、浴槽水の取り込み口は、複数個の出入口の中でより上
方のものが好ましいが、カランから湯を吐出する場合もあるので、最も上方のものに限定
されない。
【００３２】
さらに、浴槽（２００）内の水を入浴可能な状態にすべき保温開始時刻が予約されている
ときは、この保温開始時刻に、喫水面の殺菌を含む一連の処理が終了して入浴可能な状態
になるように、予約された保温開始時刻から逆算して求まる時刻から喫水面の殺菌動作を
開始する。このようにすれば、喫水面の熱殺菌用の加熱が保温開始時の加熱を兼ねるので
省エネルギ化に貢献する。
【００３３】
また、通常のろ過運転時に浴槽水を吸い込む吸入口を喫水面の殺菌時に高温の水を吐出す
る吐出口（２０１）として用いることで、吸入口の側に取り付けられているフィルタの熱
殺菌を喫水面の殺菌と同時に行うことができる。
【００３４】
【発明の実施の形態】
各図は、本発明の各種の実施の形態を示している。
図１に示すように、本発明の第１の実施の形態にかかる浴槽水浄化装置１０は、浴槽２０
０に湯を注湯し、この湯を浄化して保温する２４時間風呂機能と、台所や浴室などに設け
た水栓にお湯を供給する給湯機能とを備えたものである。
【００３５】
浴槽水浄化装置１０は、浴槽内の水を浄化や追い焚きのために循環させる循環用流路５０
と、給水を加熱して出湯するための給湯流路３０とを有している。給湯流路３０および循
環用流路５０は共にバーナ１１の上方に配置された共通の熱交換器１２を経由しており、
いわゆる一缶二水路型になっている。バーナ１１の下方には、燃焼ファン１４が配置され
ている。給排気は、燃焼ファン１４によって燃焼室の下方から給気を送風することによっ
て強制的に行われ、排気は燃焼室の上部から排出されるようになっている。
【００３６】
バーナ１１は、燃焼面Ａとこれよりも大きな燃焼面Ｂとに分割されている。バーナ１１の
燃焼面Ａの近傍には、図示していない点火装置が設けてある。またバーナ１１へ供給され
る燃焼ガスは、ガス電磁弁１６、１８、元ガス電磁弁１７によってオンオフ制御される。
このガス電磁弁１６、１８によって燃焼面Ａと燃焼面Ｂの双方同時、燃焼面Ａのみ、燃焼
面Ｂのみの３種類に燃焼面を切り替え得るようになっている。なお、バーナ１１に供給す
る燃焼ガスのガス量は、ガス比例弁１９によって調整される。
【００３７】
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給湯流路３０は、熱交換器１２のフィンプレートから受熱する配管部分である給湯系受熱
管３１と、一端が給湯系受熱管３１の入側に接続され、他端側が給水の供給元に通じる給
水管３２と、給湯系受熱管３１の出側から延びる給湯管３３とから構成されている。給水
管３２の途中には、通水量を検知するための水量センサ３４が設けてある。
【００３８】
給湯管３３のうち給湯系受熱管３１の出側には、給湯流路３０を通じて出湯される湯量を
調整するための水量制御弁３７があり、その下流には、給湯確認用の水量センサ３８が取
り付けられている。
【００３９】
給水管３２のうち熱交換器１２の入側近傍箇所と給湯管３３のうち熱交換器１２の出側と
水量制御弁３７との間の所定箇所との間には、熱交換器１２を迂回させて給水管３２から
の給水を給湯管３３に直接流し込むための固定バイパス路４０が設けてある。また、給水
管３２のうち水量センサ３４より給水の流入側の所定箇所と給湯管３３のうち水量制御弁
３７と水量センサ３８の間の所定箇所との間には、熱交換器１２を迂回させて給水管３２
からの給水を給湯管３３に流し込むための可変バイパス路４１が設けてある。この可変バ
イパス路４１の途中には、給湯管３３に流し込む水量を調整するための水量制御弁４２が
取り付けてある。
【００４０】
循環用流路５０は、熱交換器１２のフィンプレートから受熱する配管部分である循環系受
熱管５１と、循環系受熱管５１の入側と浴槽２００に設けた吸入口２０１との間を接続す
る追い焚き戻り管５２と、循環系受熱管５１の出側と浴槽２００に設けた吐出口２０２と
の間を接続する追い焚き往き管５３とから構成されている。
【００４１】
追い焚き往き管５３のうち循環系受熱管５１の出側近傍の所定箇所５４には、可変バイパ
ス路４１の合流箇所４３と水量センサ３８との間で給湯管３３から分岐した連絡管４４が
合流している。連絡管４４の途中には、当該連絡管４４を閉鎖するか開通させるかを切り
替えるための注湯切替弁４５が設けてある。注湯切替弁４５を開くことで、給湯系受熱管
３１で加熱された湯が連絡管４４を通じて合流箇所５４から循環用流路５０内へ流れ込み
、循環用流路５０を通じて浴槽２００へ注湯できるようになっている。
【００４２】
追い焚き往き管５３の途中には、管内の通水を確認するための流水センサ５５が設けてあ
る。また追い焚き戻り管５２の途中には、第１電動三方弁６０と、循環ポンプ７０と、電
動五方弁８０と、第２電動三方弁９０と、逆止弁７２と、流水センサ７３とが吸入口２０
１から熱交換器１２の入側に向けて上述の順で配置されている。また流水センサ７３には
、管内の水温を検知するためのサーミスタ７４が組み込まれている。また給湯系受熱管３
１の入側近傍および出側近傍には、サーミスタ７５ａ、７５ｂが設けてある。
【００４３】
第１電動三方弁６０は、第１接続口６１と、第２接続口６２と、第３接続口６３とを有し
ている。また電動五方弁８０は、第４接続口８１から第８接続口８５の５つの接続口を有
し、第２電動三方弁９０は、第９接続口９１と、第１０接続口９２と、第１１接続口９３
とを備えている。追い焚き戻り管５２は、浴槽２００内の吸入口２０１から第１電動三方
弁６０の第１接続口６１に入り、第１電動三方弁６０の第２接続口６２から循環ポンプ７
０を経由して電動五方弁８０の第４接続口８１に接続されている。さらに、電動五方弁８
０の第５接続口８２から第２電動三方弁９０の第９接続口９１へと接続され、第２電動三
方弁９０の第１１接続口９３から逆止弁７２、流水センサ７３を通じて循環系受熱管５１
の入側に通じている。第１電動三方弁６０の第２接続口６２から循環ポンプ７０に至る途
中には、当該部分の配管内の水温を検知するための入側サーミスタ７６が取り付けてある
。
【００４４】
追い焚き往き管５３のうち流水センサ５５よりもやや吐出口２０２寄りの箇所には、第３
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電動三方弁１００が設けてある。第３電動三方弁１００の第１２接続口１０１には、流水
センサ５５側からの配管が接続されている。第３電動三方弁１００の第１３接続口１０２
から延びる配管は追い焚き往き管５３の一部を成し、吐出口２０２へと通じている。また
第１３接続口１０２から吐出口２０２に至る配管の途中から分岐した第１バイパス路１２
１が第１電動三方弁６０の第３接続口６３に接続されている。第１バイパス路１２１が分
岐する箇所と吐出口２０２との間の配管には、浴槽２００の水位を検出するための圧力セ
ンサ５６が取り付けてある。
【００４５】
第３電動三方弁１００の第１４接続口１０３から延びる第２バイパス路１２２は、吸入口
２０１と第１電動三方弁６０の第１接続口６１とを結ぶ配管に合流している。また第２電
動三方弁９０の第２接続口９２には、追い焚き往き管５３のうち流水センサ５５と合流箇
所５４との間の所定箇所から分岐した第３バイパス路１２３が接続されている。電動五方
弁８０の有する第６接続口８３はろ過槽１１０の順方向入側１１２と接続され、電動五方
弁８０の第７接続口８４には、排水管７８が接続されている。電動五方弁８０の第８接続
口８５は、紫外線殺菌灯７９を介してろ過槽１１０の順方向出側１１１に接続されている
。
【００４６】
ろ過槽１１０の内部には、ろ材が格納してあり、順方向入側１１２から流入した水は、ろ
材を通過する際にゴミ等が除去されて浄化され、順方向出側１１１から排出される。循環
ポンプ７０は、第１電動三方弁６０の第２接続口６２側から電動五方弁８０の第４接続口
８１側に向かって管内の水を送り出すようになっている。
【００４７】
第１電動三方弁６０、第１接続口６１と第２接続口６２とが連通し第３接続口６３の閉鎖
される第１第２連通状態と、第２接続口６２と第３接続口６３とが連通し第１接続口６１
の閉鎖される第２第３連通状態とに少なくとも電動で切り替え可能になっている。同様に
第２電動三方弁９０は、第９接続口９１と第１０接続口９２とが連通し第１１接続口９３
の閉そくされる第９第１０連通状態と、第９接続口９１と第１１接続口９３とが連通し第
１０接続口９２の閉鎖される第９第１１連通状態とに少なくとも電動で切り替え可能にな
っている。第３電動三方弁１００は、第１２接続口１０１と第１３接続口１０２とが連通
し第１４接続口１０３の閉鎖される第１２第１３連通状態と、第１２接続口１０１と第１
４接続口１０３とが連通し第１３接続口１０２の閉鎖される第１２第１４連通状態とに少
なくとも電動で切り替え可能になっている。
【００４８】
電動五方弁８０は、第４接続口８１を第５接続口８２から第８接続口８５のうちのいずれ
かと連通させるとともに第４接続口８１と連通していない残り３つの接続口のうちのいず
れか２つの接続口同士の間を連通される連通状態と、いずれの接続口８１～８５同士も連
通させずに各接続口８１～８５を閉鎖する閉鎖状態とに電動で切り替え可能になっている
。
【００４９】
浴槽水浄化装置１０は、給湯動作、注湯動作、追い焚き動作、ろ過運転、機器内熱殺菌処
理、喫水面熱殺菌処理、ろ過層の逆洗浄など各種の動作を制御するための制御部２５０を
備えている。制御部２５０は、ＣＰＵ（中央処理装置）と、ＲＯＭ（リード・オンリ・メ
モリ）とＲＡＭ（ランダム・アクセス・メモリ）を主要部とする回路で構成されており、
機器内熱殺菌部２５１と、喫水面熱殺菌部２５２と、注湯条件取得部２５３と、関連処理
制御部２５４と、注湯制御部２５５と、注水制御部２５６と、逆洗浄制御部２５７と、追
い焚き制御部２５８としての各機能を果たすようになっている。
【００５０】
このうち、機器内熱殺菌部２５１は、バーナ１１の燃焼状態、循環ポンプ７０の駆動状態
、各弁６０、８０、９０、１００の切り替え等を制御して、浴槽水浄化装置１０の内部の
配管やろ過槽１１０を熱殺菌する機器内熱殺菌処理を実行するものである。喫水面熱殺菌
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部２５２は、機器内熱殺菌部２５１と同様にバーナ１１の燃焼状態、循環ポンプ７０の駆
動状態、各弁６０、８０、９０、１００の切り替え等を制御して、浴槽２００の喫水面近
傍やプレフィルタ２１０を熱殺菌する喫水面熱殺菌処理を実行するものである。
【００５１】
注湯条件取得部２５３は、高温の湯を浴槽２００に注湯することによって喫水面熱殺菌処
理を行う場合に、適切な注湯温度と注湯量とを浴槽２００内の水位と水温とに基づいて求
める機能を果たす部分である。水位は圧力センサ５６によって、浴槽水の水温は入側サー
ミスタ７６によって検知される。
【００５２】
注湯制御部２５５は、バーナ１１を燃焼させ、給湯流路３０の給湯系受熱管３１を通じて
水を加熱し、この加熱した水を、注湯切替弁４５を開いて、連絡管４４、循環用流路５０
を通じて浴槽２００に注湯する動作を制御する部分である。注湯制御部２５５は、バーナ
１１を燃焼させないで、給湯流路３０からの水を、注湯切替弁４５を開いて、連絡管４４
、循環用流路５０を通じて浴槽２００に注水する動作を制御する部分である。
【００５３】
逆洗浄制御部２５７は、各弁６０、８０、９０、１００および循環ポンプ７０を制御して
、浴槽水を、ろ過槽１１０を逆方向（順方向出側１１１から順方向入側１１２へ）に通過
させた後、排水管７８から排水する逆洗浄処理を行う部分である。関連処理制御部２５４
は、喫水面熱殺菌処理に関連した逆洗浄処理や注水処理などの実行を制御する機能を果た
す部分である。追い焚き制御部２５８は、浴槽水を取り込み、循環用流路５０を通じて加
熱し、これを再び浴槽内に戻すように循環させて、浴槽水を追い焚きする機能を果たすも
のである。追い焚き制御部２５８は、喫水面熱殺菌処理を実行する際には、吸入口２０１
から湯を吐出するようになっている。
【００５４】
制御部２５０には、各種の弁６０、８０、９０、１００やガス電磁弁１６～１９のほか、
循環ポンプ７０、流水センサ５５、７３、圧力センサ５６、各種サーミスタ７４、７５ａ
、７５ｂ、７６など各種の制御部品やセンサ類が簡略図示した配線２５９によって電気的
に接続されている。また制御部２５０には、出湯温度の設定や、風呂の追い焚き指示等を
受け付けるためのリモコン２６０が接続されている。リモコン２６０は浴室、台所等に設
置されるものである。
【００５５】
リモコン２６０は、風呂の設定温度等を変更するための各種スイッチから成る操作部２６
１と、現時点での設定温度や各種の動作状態などを表示するための表示部２６２と、各種
予約動作の開始時刻、終了時刻を管理するタイマ部２６３とを有している。
【００５６】
次に作用を説明する。
図２は、浴槽水浄化装置１０が行う一連の動作の流れを示している。たとえば、一日のう
ち午後４時から午後１１までの間、入浴可能な状態を維持するように予約されている場合
には、この時間帯については、通常のろ過運転が行われる（ステップＳ３０１）。ろ過運
転は、浴槽２００内の水をろ過槽１１０を経由するように循環用流路５０を循環させて浄
化する運転モードである。
【００５７】
図３に示すように、ろ過運転では、第１電動三方弁６０は、第１接続口６１と第２接続口
６２とが連通し、第３接続口６３の閉塞された第１第２連通状態に設定される。また電動
五方弁８０は、第４接続口８１と第６接続口８３が連通し、かつ第８接続口８５と第５接
続口８２の連通する状態に設定される。
【００５８】
さらに第２電動三方弁９０は、循環中の浴槽水を加熱しながら浄化する場合には、第９接
続口９１と第１１接続口９３とが連通する状態（熱交換器１２を経由する状態）に設定さ
れ、保温すべき設定温度に達し、さらに加熱する必要のない場合は、第９接続口９１と第
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１０接続口９２とが連通する状態（熱交換器１２を迂回する状態）に設定される。第３電
動三方弁１００は、第１２接続口１０１と第１３接続口１０２とが連通する状態に設定さ
れる。
【００５９】
したがって、熱交換器１２で加熱する場合は、図中の矢印３８１～３９１で示す経路で浴
槽水が循環する。非加熱の場合は、上記の経路のままでも良いが、給湯動作が開始される
と、給湯系受熱管３１とともに循環系受熱管５１も同時に加熱され、浴槽水を設定保温温
度に維持することができなくなったり、給湯動作がないときに熱交換器１２での放熱によ
り水温が低下するので、これらを避けるために第２電動三方弁９０を第９接続口９１と第
１０接続口９２とが連通する状態に設定し、図中の矢印３９５、３９６で示す経路で熱交
換器１２を迂回するようになっている。
【００６０】
上述のような経路で浴槽水を循環させてろ過槽１１０で浄化するろ過運転の終了時刻が到
来すると（ステップＳ３０２；Ｙ）、浴槽水の保温動作を終了する（ステップＳ３０３）
。すなわち、以後は、浴槽水を循環させてろ過槽１１０で浄化するが、保温は行わなくな
る。その後、次の保温動作の開始予定時刻（ここでは次の日の午後４時）の３０分前まで
は、保温動作の休止した状態が継続され、開始予定時刻の３０分前になると（ステップＳ
３０４；Ｙ）、まず機器内熱殺菌処理が開始される（ステップＳ３０５）。
【００６１】
図４は、機器内熱殺菌処理時に循環ポンプから送り出される水の流れる経路を示している
。機器内熱殺菌処理時において、電動五方弁８０は、ろ過運転の場合と同じ状態に設定さ
れる。第１電動三方弁６０は第３接続口６３と第２接続口６２とが連通する状態に設定さ
れ、第２電動三方弁９０は、第９接続口９１と第１１接続口９３とが連通する状態に設定
される。さらに第３電動三方弁１００は、第１２接続口１０１と第１３接続口１０２とが
連通する状態に設定される。
【００６２】
この状態で循環ポンプ７０を駆動すると、当該循環ポンプ７０によって送り出された水は
、矢印４０１～４１３で示すような経路を循環する。機器内熱殺菌処理は、バーナー１１
を適宜燃焼させることによって、環状経路４０１～４１３内の水を約６５℃に加熱した状
態で維持しつつ、数分間、この環状経路内で湯を循環させるものである。
【００６３】
機器内熱殺菌処理が終了すると、次に喫水面熱殺菌処理が行われる（図３、ステップＳ３
０６）。図５は、浴槽水を追い焚きする場合における喫水面熱殺菌処理の流れを示してい
る。まず循環ポンプ７０を停止し（ステップＳ５０１）、各弁６０、８０、９０、１００
を切り換えて喫水面殺菌経路を形成する。
【００６４】
図１に示すように、喫水面殺菌経路では、第１電動三方弁６０は第３接続口６３と第２接
続口６２とが連通する状態に設定される。電動五方弁８０は、第４接続口８１と第５接続
口８２とが連通する状態に設定される。第２電動三方弁９０は、第９接続口９１と第１１
接続口９３とが連通する状態に、第３電動三方弁１００は、第１２接続口１０１と第１４
接続口１０３とが連通する状態に設定される。
【００６５】
喫水面殺菌経路を形成した後、循環ポンプ７０を最小能力でオンにする（ステップＳ５０
３）。これにより、図１の矢印５２１～５３６で示すような経路で浴槽水が循環し追い焚
きが行われる。すなわち、吐出口２０２から浴槽水が取り込まれ（矢印５２１、５２２）
、この浴槽水は第１電動三方弁６０を第３接続口６３から第２接続口６２へと通過し（矢
印５２５）、循環ポンプ７０を経由し（矢印５２６、５２７）、電動五方弁８０を第４接
続口８１から第５接続口８２へと通過する（矢印５２８）。その後、第２電動三方弁９０
を第９接続口９１から第１１接続口９３へと通過し（矢印５２９）、熱交換器１２で加熱
され（矢印５３０、５３１、５３２、５３３）、さらに第３電動三方弁１００を第１２接
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続口１０１から第１４接続口１０３へ通過して（矢印５３４）、吸入口２０１から浴槽内
に流れ出る（矢印５３５、５３６）。
【００６６】
こうして喫水面熱殺菌処理としての追い焚きが始まると熱殺菌タイマをスタートさせ（ス
テップＳ５０５）、当該タイマが１５分を計時するまで、最小能力で循環ポンプ７０を駆
動する（ステップＳ５０６）。喫水面熱殺菌処理中は、吸入口２０１から約６５℃以上（
７０℃くらい）の湯がゆっくりと流れ出る。１５分が経過した後、循環ポンプ７０を停止
し（ステップＳ５０７）、各弁６０、８０、９０、１００を切り換えて（ステップＳ５０
８）、図３に示すろ過運転用の経路を設定し、熱殺菌タイマをリセットする（ステップＳ
５０９）。
【００６７】
喫水面熱殺菌中は、吸入口２０１からゆっくりと高温の湯が吐出するので、図６ａに示す
ように、浴槽２００内での攪拌がほとんど起こらず、吸入口２０１から吐出した湯は、ゆ
っくりと上昇し、喫水面近傍に高温の湯（約６５℃）からなる高温層６０１を形成する。
【００６８】
図７は、喫水面熱殺菌処理の前後における喫水面近傍の水温と吸入口２０１に取り付けた
プレフィルタ２１０の温度変化を示している。時刻ｔ１から循環ポンプ７０を最小能力で
駆動して喫水面熱殺菌処理が始まると、破線７０１で示すように、プレフィルタ２１０の
温度がまもなく上昇する。実線７０２で示した喫水面近傍の水温は、吸入口２０１から水
面まで湯が上昇する間に、まわりの浴槽水によってある程度冷却されるので、プレフィル
タ２１０に比べて緩やかに温度上昇する。そして時間の経過とともに喫水面近傍の水温７
０２もほぼ６０℃を越える温度まで上昇する。
【００６９】
時刻ｔ２に喫水面熱殺菌処理が終了すると、ろ過運転の状態に経路を切り替えて循環ポン
プ７０を通常の能力（大能力）で駆動する。これにより、図６ｂに示すように浴槽水が浴
槽２００内で攪拌され、図７に示すように喫水面近傍の水温およびプレフィルタ２１０の
温度が浴槽水の平均温度７１０まで下降する（時刻ｔ３）。このとき、攪拌後の浴槽水の
平均水温７１０は、喫水面熱殺菌処理を行う前の水温７１０よりも、喫水面熱殺菌のため
に追い焚きを行った分だけ上昇することになる。
【００７０】
喫水面熱殺菌処理が終了した後、ろ材の逆洗浄処理を行う（図２、ステップＳ３０６）。
逆洗浄では、図８に示すように経路が設定される。この状態で循環ポンプ７０を駆動する
ことで、矢印８０１～８０８で示すように、吸入口２０１から浴槽水が取り込まれ、これ
がろ過槽１１０を逆方向に流れ、排水管７８から排出される。したがって、図６ｃに示す
ように破線で示した元の水位６１０に比べて、水位が実線６１１で示す所まで低下する。
【００７１】
このように逆洗浄を行うと、元の水位６１０から水位が低下するので、喫水面熱殺菌処理
を逆洗浄の前に行うようにしている。すなわち、雑菌繁殖の温床となるゴミは、元の喫水
面の近傍に存在するので、逆洗浄の前に熱殺菌することで、元の水位における喫水面近傍
が熱殺菌される。
【００７２】
逆洗浄すると、水位が低下するので、その後、図６ｄに示すように注湯や注水あるいは通
常の追い焚き動作を行うことで、浴槽水を設定温度かつ設定水位とし（ステップＳ３０８
）、予約されたろ過運転開始時刻（保温開始時刻…ここでは午後４時）が到来するまでに
は、入浴の可能な状態となって、ろ過運転に移行する（ステップＳ３０１）。図７のグラ
フでは、逆洗浄等を時刻ｔ３からｔ４までの間に行っている。また平均水温が設定温度よ
り高いので、時刻ｔ４から注水を行って水温を設定温度まで下降させている。
【００７３】
なお図７のグラフでは、喫水面熱殺菌処理の開始前に既に浴槽水温が４０℃であったが、
通常は、熱殺菌処理を開始する前の数時間にわたって保温動作を停止しているので、浴槽



(15) JP 4274635 B2 2009.6.10

10

20

30

40

50

水温はもっと低い温度になっている。したがって、保温開始時刻にちょうど入浴可能な状
態になるように機器内熱殺菌処理や喫水面熱殺菌処理を保温開始時刻の所定時間前に行う
ことで、熱殺菌のために行った加熱が、保温動作の開始に備えて浴槽水温を高めるための
加熱を兼ねることとなり、エネルギー節約に貢献する。
【００７４】
次に、第２の実施の形態について説明する。
第１の実施の形態では、喫水面熱殺菌処理のあとに、浴槽水の攪拌を行ってから逆洗浄を
行ったが、第２の実施の形態では喫水面近傍に存する高温の水を積極的に利用してろ材の
逆洗浄を行うようになっている。
【００７５】
第２の実施の形態では、図９ａに示すように、第１の実施の形態と同様に機器内熱殺菌処
理が行われ、これに続いて喫水面熱殺菌処理が行われる。その後、同図ｂに示すように吐
出口２０２から浴槽水を取り込んで逆洗浄を行う。図１０は、吐出口２０２から浴槽水を
取り込む場合における逆洗浄時の通水経路を示している。第３電動三方弁１００は、第１
３接続口１０２が閉鎖された状態に設定され、第１電動三方弁６０は、第３接続口６３と
第２接続口６２とが連通した状態に設定される。電動五方弁８０は、第４接続口８１と第
８接続口８５が連通しかつ第６接続口８３と第７接続口８４とが連通する状態に設定され
る。これにより循環ポンプ７０を駆動することで矢印１００１～１００８で示すように浴
槽水が流れる。
【００７６】
このように喫水面熱殺菌処理の後、攪拌することなくすぐに逆洗浄を開始するとともに、
その際、浴槽水を喫水面近くの吐出口２０２から取り込むので、喫水面近傍に存する高温
層から高温の湯を効率良く取り込んでろ過槽１１０等を逆洗浄することができる。
【００７７】
逆洗浄後は、水位が低下するので、図９ｃに示すように注湯あるいは注水によって水位を
元の状態に戻し、さらに設定温度にするために追い焚き等が行われる（図９ｄ）。
【００７８】
次に、第３の実施の形態について説明する。
第１、第２の実施の形態では、浴槽水を追い焚きすることによって喫水面の熱殺菌を行っ
たが、第３の実施の形態では、新たな湯を注湯することで喫水面の熱殺菌処理を行うよう
になっている。
【００７９】
図１１は、第３の実施の形態にかかる浴槽水浄化装置１０が行う喫水面熱殺菌処理の流れ
を示している。この処理は、第１、第２の実施の形態の場合と同様に、図３の流れ図にお
けるステップＳ３０６にて実行される。先ず循環ポンプ７０を停止し（ステップＳ１１０
１）、現時点での浴槽水の水温と水位とを検知する（ステップＳ１１０２）。検知した水
温と水位とに基づいて、注湯条件取得部２５３は、注湯温度および注湯量を決定する（ス
テップＳ１１０３）。
【００８０】
注湯条件取得部２５３は、圧力センサ５６によって検知された浴槽２００内の水位と入側
サーミスタ７６によって検知された浴槽２００内の水温とから、浴槽２００内の水面近傍
に目標温度（たとえば６５℃）の高温層を形成するために、何度の湯をどれだけ注湯すべ
きかを求める。吸入口２０１からゆっくり吐出された湯は、喫水面近傍まで上昇する間に
、まわりの浴槽水の影響である程度冷却される。また吸入口２０１から喫水面までの距離
（すなわち水位）によってもどの程度温度が下がるかが変動する。そこで、浴槽水の温度
や水位に応じて注湯温度が設定される。また、注湯によって湯が浴槽２００から溢れるこ
とがないように、総注湯量が設定される。
【００８１】
次に、喫水面熱殺菌部２５２は、熱殺菌タイマをスタートさせ（ステップＳ１１０４）、
注湯条件取得部２５３が求めた温度の湯を注湯条件取得部２５３が求めた湯量だけ、吸入
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口２０１から浴槽２００に１５分間かけて注湯する（ステップＳ１１０５、ステップＳ１
１０６）。また水量制御弁３７やバーナ１１の燃焼量を制御して、この際の注湯速度を、
浴槽２００内での撹拌が少なく抑えられるように遅く設定し、浴槽内の水面付近に高温層
を形成して喫水面近傍の熱殺菌を行う。その後、注湯動作を停止し（ステップＳ１１０７
）、熱殺菌タイマをリセットする（ステップＳ１１０８）。
【００８２】
このように、浴槽水の水温と水位を調べ、これらに基づいて注湯温度と注湯量を求めるの
で、喫水面近傍に目標温度の高温層を確実に形成することができ、的確に熱殺菌を行うこ
とができる。
【００８３】
図１２は、注湯によって喫水面熱殺菌処理を行う場合の水位の変動等を示している。喫水
面熱殺菌処理に基づく注湯動作を開始する前の水位（破線１２０１）に比べて、喫水面熱
殺菌処理実行後は、水位が実線１２０２で示す所まで上昇している。このように注湯によ
って水位が上昇する場合でも、喫水面近傍に形成される高温層１２０３の下端が、元の水
位と同じか、わずかに低いところに来るようにすれば、元の水位における浴槽壁面部分を
熱殺菌することができる。
【００８４】
さらに、通常、人が入浴すると水位が上昇するので、元の喫水面１２０１よりも高い箇所
の浴槽壁面に湯垢が付着していることが考えられる。そこで、注湯によって人が入浴して
いる分に相当するだけ注湯より水位を高めれば、先の高い箇所の浴槽壁面に付着した湯垢
等も熱殺菌することができる。
【００８５】
喫水面熱殺菌処理を実行した後は、吐出口２０２から喫水面近傍の高温層の湯を取り込ん
で逆洗浄等を行い、水位を戻す（図１２ｂ）。その後、浴槽水の温度が設定温度になるよ
うに追い焚き等をさらに行う（図１２ｃ）。
【００８６】
なお、喫水面熱殺菌処理の前に水位を調べた結果、その水位が既に高く、十分な量を注湯
ができない場合には、喫水面熱殺菌処理に先立ってある程度の水量を浴槽２００から排水
管７８を通じて排水してもよい。
【００８７】
このほか、水位や水温に基づいて注湯温度や注湯湯量を注湯条件取得部２５３で毎回算出
したが、浴槽水の水位や水温にかかわらず、予め定めた一定温度の湯を予め定めた一定量
だけ注湯するようにしてもよい。この場合には、喫水面熱殺菌処理による注湯後に、圧力
センサ５６で水位を測定し、必要な量だけ逆洗浄しつつ排水して水位を調整したり、喫水
面熱殺菌処理後に入側サーミスタ７６で測定した浴槽水の水温に基づき、浴槽水の平均温
度が設定温度になるように追い焚きや注水を行うことになる。また浴槽水の水温等を調べ
ずに一定温度の湯を注湯する場合には、浴槽水が十分に冷えている場合や水位が高い悪条
件時を想定し、余裕を持って予め注湯温度を高めに設定したり等することが望ましい。
【００８８】
以上説明した実施の形態では、プレフィルタ２１０も同時に熱殺菌できるように喫水面熱
殺菌処理時に吸入口２０１から湯を吐出するようにしたが、プレフィルタ２１０の熱殺菌
を考慮しなければ、通常どおり吐出口２０２から、あるいは吸入口２０１と吐出口２０２
の両方から高温水を吐出してもよい。また第１、第２の実施の形態では、喫水面熱殺菌処
理時に循環ポンプ７０を最小能力でオンにして追い焚きを行ったが、攪拌が少なく抑えら
れ喫水面に高温層ができるようにゆっくり吐出できれば、最小能力に限定されるものでは
ない。また、循環ポンプ７０を全くオフにした状態で自然循環による追い焚きが可能であ
れば、これでもよい。また循環ポンプ７０のオンオフを繰り返す間欠運転を行うことで、
平均の吐出速度を下げるようにしてもよい。
【００８９】
このほか、実施の形態では、喫水面熱殺菌処理の当初からゆっくりと高温水を吐出するよ
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うにしたが、喫水面熱殺菌処理の当初は、勢い良く吐出して浴槽水を攪拌して全体的に湯
温を上昇させ、その後、ゆっくり吐出するように変更し、少なくとも喫水面熱殺菌処理の
終了段階で水面付近に高温層が形成されるようにしてもよい。このようにすれば、喫水面
近傍にたまる高温水の温度をより適切に判断することができる。すなわち、浴槽水温度が
平均化されることと浴槽水温度が平均的に上昇するので、吐出後、喫水面に至るまでの温
度低下がどのように起こるかを的確に予測でき、喫水面の近傍に目標温度の高温層を形成
することができる。
【００９０】
また各実施の形態では、予約された保温動作の開始時刻に入浴可能な状態になるように、
保温開始時刻の数十分前から各熱殺菌処理を開始するようにしたが、２４時間、常に保温
動作を行う場合や、タイマ予約の機能がない場合には、適宜のタイミングで喫水面熱殺菌
処理を行えばよい。たとえば、毎日、夜中の３時に機器内熱殺菌処理と、喫水面熱殺菌処
理と、逆洗浄とをこの順で行う等である。
【００９１】
このほか、浴槽水を追い焚きする喫水面熱殺菌処理と注湯する喫水面熱殺菌処理とを組み
合わせてもよい。すなわち、当初は、追い焚き形式で喫水面熱殺菌処理を行い、元の水位
近傍を熱殺菌し、次いで、注湯形式で喫水面熱殺菌処理を行い、元の水位よりも高い箇所
の浴槽壁面を熱殺菌するように構成してもよい。
【００９２】
また喫水面熱殺菌処理の際にプレフィルタ２１０のある吸入口２０１側から高温水を吐出
するものでは、プレフィルタに付着しているゴミ等が浴槽内に散乱しないように、吐出速
度を極力低下させたり、喫水面熱殺菌処理の後でしばらくろ過運転を行って保温開始時刻
が来る前に浴槽水のゴミをプレフィルタ２１０等で除去するようにすると良い。
【００９３】
なお、実施の形態では、水位検知手段として圧力センサ５６を用いたが、浴槽水の水位を
他の方法によって検知してもよい。たとえば、一定量の注湯や、一定時間等の追い焚き等
によって外部からの熱量を与えて、その後、循環ポンプを駆動して浴槽湯温を検出し、水
温の上昇幅と与えた熱量等とから浴槽内の水量（水位）を求めるようにしてもよい。
【００９４】
【発明の効果】
本発明にかかる浴槽水浄化装置によれば、浴槽に設けた吐出口から高温の水を浴槽内での
撹拌が少なく抑えられるようにゆっくりと吐出するので、浴槽内の水面付近に高温の湯の
層が形成され、喫水面近傍を効率良く熱殺菌することができる。
【００９５】
また、注湯によって喫水面の熱殺菌を行う場合、当該処理に先立って浴槽水の水温と水位
を調べ、これらに基づいて喫水面熱殺菌処理での注湯温度と注湯量を求めるので、喫水面
近傍に目標温度の高温層を確実に形成することができ、的確な熱殺菌を行うことができる
。
【００９６】
また、喫水面熱殺菌処理の前後において排水や注水あるいは注湯を行うことで浴槽水の水
位や水温を調整するので、喫水面熱殺菌処理の前後の状態を一致させたり、入浴可能な状
態にすることができる。
【００９７】
また、追い焚きによる喫水面熱殺菌処理後に、浴槽水でろ過槽の逆洗浄を行うものでは、
逆洗浄を先に行う場合のように、喫水面熱殺菌処理時に水位が低下していないので、元の
水位の喫水面近傍を的確に熱殺菌することができる。さらに高温層が形成されている喫水
面にできるだけ近い出入口から浴槽水を取り込むものでは、高温水をろ過層の逆洗浄およ
びその殺菌に有効利用することができる。
【００９８】
また浴槽内の水を入浴可能な状態にすべき保温開始時刻が予約されているとき、この保温
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開始時刻に、喫水面の殺菌を含む一連の処理が終了して入浴可能な状態になるように、予
約された保温開始時刻から逆算した時刻から喫水面の殺菌動作等を開始するので、喫水面
を熱殺菌するための加熱で保温開始時に浴槽水を設定温度に高めるための加熱を兼ねるこ
とができ、省エネルギ化に貢献することができる。
【００９９】
さらに通常のろ過運転時に浴槽水を吸い込む吸入口を、喫水面の殺菌時に高温の水を吐出
する吐出口として用いることで、吸入口の側に取り付けられているフィルタの熱殺菌を喫
水面の熱殺菌と同時に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の各実施の形態に係る浴槽水浄化装置の構成を示す説明図である。
【図２】本発明の各実施の形態に係る浴槽水浄化装置が行う動作の流れを示す流れ図であ
る。
【図３】本発明の各実施の形態に係る浴槽水浄化装置がろ過運転を行う際の通水経路を示
す説明図である。
【図４】本発明の各実施の形態に係る浴槽水浄化装置が機器内熱殺菌処理を行う際の通水
経路を示す説明図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る浴槽水浄化装置の行う喫水面熱殺菌処理を示す
流れ図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態に係る浴槽水浄化装置が喫水面熱殺菌処理およびその
後の関連処理を行う際の水位の変化を示す説明図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態に係る浴槽水浄化装置が喫水面熱殺菌処理およびその
関連処理を行う際における喫水面近傍およびプレフィルタ近傍の水温の変化を示す説明図
である。
【図８】吸入口から浴槽水を取り込んでろ過槽等の逆洗浄を行う際の通水経路を示す説明
図である。
【図９】本発明の第２の実施の形態に係る浴槽水浄化装置が喫水面熱殺菌処理およびその
後の関連処理を行う際の水位の変化を示す説明図である。
【図１０】吐出口から浴槽水を取り込んでろ過槽等の逆洗浄を行う際の通水経路を示す説
明図である。
【図１１】本発明の第３の実施の形態に係る浴槽水浄化装置の行う喫水面熱殺菌処理を示
す流れ図である。
【図１２】本発明の第３の実施の形態に係る浴槽水浄化装置が喫水面熱殺菌処理およびそ
の後の関連処理を行う際の水位の変化を示す説明図である。
【符号の説明】
１０…浴槽水浄化装置
１１…バーナ
１２…熱交換器
１４…燃焼ファン
３０…給湯流路
３１…給湯系受熱管
３２…給水管
３３…給湯管
３４、３８…水量センサ
３７、４２…水量制御弁
４０…固定バイパス路
４１…可変バイパス路
４４…連絡管
４５…注湯切替弁
５０…循環用流路
５１…循環系受熱管



(19) JP 4274635 B2 2009.6.10

10

20

５２…追い焚き戻り管
５３…追い焚き往き管
５５、７３…流水センサ
５６…圧力センサ
６０…第１電動三方弁
６１～６３…第１、第２、第３接続口
７０…循環ポンプ
７２…逆止弁
７６…入側サーミスタ
７８…排水管
８０…電動五方弁
８１～８５…第４、第５、第６、第７、第８接続口
９０…第２電動三方弁
９１～９３…第９、第１０、第１１接続口
１００…第３電動三方弁
１０１～１０３…第１２、第１３、第１４接続口
１１０…ろ過槽
１１１…順方向出側
１１２…順方向入側
１２１…第１バイパス路
１２２…第２バイパス路
１２３…第３バイパス路
２００…浴槽
２０１…吸入口
２０２…吐出口
２１０…プレフィルタ
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